
疾
の
字
が
『
素
問
」
、
「
霊
枢
」
、
『
難
経
」
等
の
古
典
に
な
い
こ
と
か
ら
、
中
国
の
伝
統
医
学
に
は
、
本
来
、
疾
の
概
念
が
な
か
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
著
者
ら
は
中
国
伝
統
医
学
と
仏
教
医
学
と
の
関
わ
り
を
研
究
す
る
過
程
で
、
疾
が
仏
教
医
学
か
ら
導
入
さ
れ
た
概
念
の
一
つ

（
１
）

で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
こ
で
前
報
に
お
い
て
、
漢
訳
仏
典
に
お
け
る
疾
の
用
例
を
検
討
し
、
こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
２
）

仏
典
の
漢
訳
は
二
世
紀
頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
仏
教
医
学
の
影
響
を
受
け
た
医
書
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
梁
代
の
陶
弘

景
の
『
肘
後
百
一
方
』
で
あ
る
。
後
漢
か
ら
梁
に
至
る
ま
で
の
間
に
も
仏
教
医
学
の
受
容
は
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
研
究
は
少
な
い
。
本
報
で
は
、
後
漢
か
ら
梁
ま
で
の
医
薬
の
書
物
に
み
ら
れ
る
「
疾
」
の
用
例
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
結
果
を

も
と
に
し
て
中
国
に
お
け
る
仏
教
医
学
の
受
容
の
経
過
を
考
察
し
た
い
。

張
仲
景
（
後
漢
末
～
三
国
時
代
）
の
著
述
と
い
わ
れ
る
『
金
眉
要
略
」
の
疾
飲
歎
嗽
病
篇
が
医
書
の
中
で
最
も
古
い
「
疾
」
の
記
述
で
あ
る

（
３
）

と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
金
置
要
略
』
の
古
い
形
（
張
仲
景
の
「
傷
寒
雑
病
論
」
の
雑
病
の
部
分
）
を
残
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

一
『
金
置
要
略
』
に
お
け
る
「
淡
」
と
「
痕
」
の
用
例

痕
の
起
源
（
三

ｌ
梁
以
前
の
医
書
に
み
ら
れ
る
「
痕
」
の
検
討
Ｉ

遠
藤
次
郎
、
中
村
輝
子
、
八
巻
英
彦
、
宮
本
浩
和

蕊
蠕
驚
謹
言
曙
錨
需
平
成
五
年
四
月
三
日
受
付
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（
一
）
飲
有
四
…
…
淡
飲
、
懸
飲
、
溢
飲
、
支
飲
．
．
…
．
、
其
人
素
盛
今
痩
、
水
走
腸
間
瀝
瀝
有
声
、
謂
之
淡
飲

こ
こ
で
の
「
懸
飲
」
は
左
右
の
脇
下
に
ぶ
ら
さ
が
っ
た
飲
の
病
、
「
溢
飲
」
は
体
表
に
溢
れ
出
た
飲
の
病
、
「
支
飲
」
は
心
下
部
な
ど
に
つ

か
え
た
飲
の
病
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
対
比
さ
せ
る
と
、
「
淡
飲
」
は
腸
間
を
流
動
す
る
飲
の
病
で
あ
り
、
今
日
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
喀
疾
に
よ
る
飲
の
病
と
は
し
が
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
「
千
金
方
」
や
『
千
金
翼
方
』
で
「
水
在
腸
間
、
動
揺
有
声
」
の
飲
の
病
を

（
５
）

「
流
飲
」
と
し
て
い
る
点
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
疾
飲
歎
嗽
病
篇
に
は
「
病
淡
飲
者
当
以
温
薬
和
之
」
と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
「
淡
飲
」
は
冷
性
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
『
雑
病
論
」

に
み
ら
れ
る
「
淡
」
（
「
疾
」
）
は
「
冷
性
の
水
の
動
揺
す
る
さ
ま
」
を
意
味
す
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
淡
」
の
字
は
、
「
淡
味
」
等
の
例

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
本
来
は
、
「
あ
わ
い
」
、
「
う
す
い
」
等
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
淡
が
水
気
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
の
は
、

「
淡
」
の
字
に
通
用
す
る
「
濃
」
の
字
の
「
水
揺
ぐ
な
り
」
の
意
味
に
由
来
し
て
い
る
。

（
６
）

喀
疾
を
意
味
す
る
「
淡
」
や
「
疾
」
は
、
通
常
、
「
胸
間
の
水
気
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
『
雑
病
論
」
に
お
け
る
腸
間
の
水
気
と
い
う
定

義
は
特
殊
な
見
方
で
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
。

近
年
に
な
っ
て
『
小
品
方
」

代
は
劉
宋
の
四
四
五
～
四
七
一

て
「
淡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

っ
て
、
「
淡
」
の
用
例
の
初
出
砕

な
場
合
の
「
淡
」
の
例
を
除
く
）
。

（
一
）
飲
有
四
・
・
…
淡
飲
、

こ
こ
で
の
「
懸
飲
」
は
左
右

（
４
）

い
る
王
叔
和
の
『
脈
経
』
の
引
用
で
は
「
疾
」
は
「
淡
」
に
な
っ
て
お
り
、
古
く
は
「
疾
」
は
「
淡
」
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
「
淡
」
の
用
例
の
初
出
は
張
仲
景
の
↑
「
傷
寒
雑
病
論
』
（
以
下
、
「
雑
病
論
」
と
略
称
）
で
あ
る
と
い
え
よ
う
（
た
だ
し
、
淡
味
と
い
う
よ
う

二
「
小
品
方
」
に
お
け
る
「
淡
」

の
古
抄
本
の
残
巻
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
原
型
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
小
品
方
」
の
成
立
年

（
７
）

一
年
の
間
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
医
学
を
知
る
の
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
疾
」
は
す
べ
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な
資
料
で
あ
る
。

『
小
品
方
」
よ
り
前
の
東
晋
時
代
の
書
物
で
あ
る
葛
洪
の
『
抱
朴
子
」
（
三
○
三
～
三
一
七
）
お
よ
び
王
義
之
（
三
○
七
～
三
六
五
）
の
「
足

下
各
如
常
帖
」
（
一
名
扉
還
帖
』
）
に
「
淡
」
の
用
例
が
み
ら
れ
る
。
両
書
は
医
書
で
は
な
い
が
、
当
時
の
「
淡
」
の
用
例
を
知
る
の
に
重
要

三
）
茱
萸
湯
、
治
甸
中
積
冷
、
心
下
淡
水
、
煩
満
注
注
、
不
下
飲
食
、
心
甸
応
背
欲
痛
方

（
三
）
半
夏
橘
皮
湯
、
治
甸
中
冷
淡
気
満
、
不
欲
食
飲
方

（
四
）
半
夏
扶
苓
湯
、
治
甸
扇
心
腹
中
淡
水
冷
気
、
心
下
洋
漕
煩
、
或
水
鳴
、
多
吐
口
清
水
自
出
…
…

（
五
）
先
服
利
湯
下
、
便
除
甸
腹
中
癌
積
淡
実

引
用
文
（
二
）
、
（
三
）
、
（
四
）
に
お
け
る
「
淡
」
は
「
冷
性
の
水
の
動
揺
す
る
さ
ま
」
（
「
注
注
」
、
「
洋
漕
」
）
、
ま
た
は
「
動
揺
す
る
冷
性
の
水
」

を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
お
け
る
「
淡
」
は
「
雑
病
論
」
に
お
け
る
「
淡
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ

し
、
「
淡
」
の
位
置
は
、
こ
こ
で
は
胸
部
や
心
下
部
を
中
心
と
し
て
お
り
、
『
雑
病
論
」
の
腸
の
位
置
よ
り
も
上
に
移
っ
て
い
る
。

一
方
、
引
用
文
（
五
）
に
お
け
る
「
淡
」
は
「
癌
」
や
「
積
」
な
ど
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
淡
」
が
積
聚
性
の
病
を
意
味
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
積
聚
に
注
目
す
る
と
、
「
淡
」
を
粘
性
の
高
い
水
（
喀
疾
）
と
し
て
把
握
で
き
る
。

以
上
、
『
小
品
方
』
に
記
さ
れ
た
「
淡
」
に
、
「
冷
性
の
水
の
動
揺
す
る
さ
ま
」
、
「
動
揺
す
る
冷
性
の
水
」
、
「
粘
性
の
高
い
水
」
の
意
味
が

あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

（
８
）

（
六
）
凡
食
過
則
結
積
聚
、
飲
過
則
成
淡
癖
也
（
『
抱
朴
子
」
極
言
）

（
９
）

（
七
）
甸
中
淡
悶
干
嘔
、
轌
劇
、
食
不
可
強
（
「
足
下
各
如
常
帖
』
）

引
用
文
（
六
）
に
お
け
る
「
淡
」
は
積
聚
と
の
関
係
で
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
『
小
品
方
」
か
ら
の
引
用
文
（
五
）
の
例
に
類
似
す
る
。
一
方
、

三
『
抱
朴
子
」
な
ら
び
に
王
義
之
『
足
下
各
如
常
帖
』
に
お
け
る
「
淡
」
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陶
弘
景
は
「
集
注
本
草
」
を
編
纂
す
る
に
際
し
、
「
神
農
本
草
」
を
主
軸
と
し
、
新
し
い
諸
家
の
説
を
集
め
た
「
名
医
別
録
』
を
こ
れ
に
加

（
Ⅱ
）

え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
神
農
本
草
』
と
「
名
医
別
録
」
は
陶
弘
景
以
前
の
「
淡
」
や
「
疾
」
の
変
遷
を
み
る
の
に
格
好
な
資
料
で

あ
る
。
「
神
農
本
草
』
に
は
「
疾
」
の
用
例
は
な
く
、
「
淡
」
が
二
例
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
『
名
医
別
録
」
で
は
、
「
淡
」
が
八

（
Ｅ
）

例
、
「
疾
」
が
一
七
例
と
断
然
増
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
淡
」
か
ら
「
疾
」
へ
と
変
遷
し
た
こ
と
、
ま
た
、
『
名
医
別
録
」
の
時
代
に

「
疾
」
の
概
念
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
画
）

両
言
の
内
容
を
み
る
と
、
「
胸
上
淡
冷
」
な
ど
の
冷
性
の
水
気
病
を
意
味
す
る
例
が
み
ら
れ
、
こ
れ
は
「
雑
病
論
』
の
「
淡
」
の
見
方
に
共

（
Ｍ
）
（
咽
）
（
略
）
（
皿
）

通
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
た
一
方
で
は
、
「
腹
中
淡
実
」
、
「
胸
上
疾
結
」
、
「
心
下
結
淡
」
、
「
疾
熱
結
実
」
な
ど
の
積
聚
性
の
「
淡
」

や
「
疾
」
の
例
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
の
に
気
付
く
。

積
聚
性
の
「
疾
」
の
例
が
増
え
た
こ
と
と
、
「
淡
」
の
字
が
「
疾
」
の
字
に
変
遷
し
た
こ
と
と
は
何
ら
か
の
因
果
関
係
が
あ
っ
た
と
み
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
積
聚
の
程
度
が
高
ま
る
と
、
流
動
性
と
い
う
水
の
性
格
が
弱
ま
り
、
「
淡
」
の
字
で
は
そ
の
内
容
を
包
含
し
き
れ

な
く
な
っ
た
た
め
、
「
疾
」
の
字
に
変
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

引
用
文
（
七
）
に
お
け
る
「
淡
」
は
、
熱
に
よ
り
粘
性
を
増
し
た
粘
液
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
名
医
別
録
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
「
疾
熱
」

（
Ⅲ
）

（
「
疾
熱
結
実
」
）
に
相
当
す
る
。
（
六
）
と
（
七
）
で
は
「
淡
」
は
と
も
に
積
聚
性
ま
た
は
粘
性
の
水
気
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
用
例

が
東
晋
時
代
に
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
と
に
（
七
）
の
「
淡
」
は
喀
疾
そ
の
も
の
を
さ
す
と
み
な
し
て
も
よ
い
例
で
あ
る
。

書
名
に
も
仏
教
医
学
の
四
百
四
病
と
の
関
連
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
陶
弘
景
の
「
肘
後
百
一
方
」
は
仏
教
医
学
の
影
響
を
受
け
た
医

四五
「
肘
後
百
一
方
」
に
お
け
る
「
痕
」
の
用
例

『
神
農
本
草
」
な
ら
び
に
「
名
医
別
録
」
に
お
け
る
「
淡
」
と
「
痕
」
の
用
例
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書
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

（
八
）
胸
中
胴
上
疾
、
厭
気
上
衝
所
致
、
名
為
厭
頭
痛
、
吐
之
即
差
：
…
・
吐
膳
乃
止

（
九
）
治
胸
中
多
疾
、
頭
痛
不
欲
食
及
飲
酒
則
癌
阻
疾
方
：
．
…
取
吐

引
用
文
（
八
）
お
よ
び
（
九
）
の
「
疾
」
は
喀
出
す
べ
き
胸
中
の
疾
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
今
日
我
々
が
い
う
喀
疾
に
他
な
ら
な
い
。
東
晋

時
代
に
萌
芽
が
み
ら
れ
た
喀
疾
の
概
念
が
、
こ
の
書
物
で
は
確
立
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

前
節
ま
で
に
、
「
雑
病
諭
』
の
「
淡
」
か
ら
『
肘
後
百
一
方
』
の
「
疾
」
に
い
た
る
ま
で
の
表
記
法
と
意
義
の
変
遷
を
述
べ
た
。
本
節
で
は
、

「
淡
」
の
前
身
と
で
も
い
う
べ
き
「
憎
」
（
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
淡
」
の
「
水
揺
ぐ
な
り
」
と
い
う
意
味
は
、
本
来
は
、
「
淡
」
に
通
用
す
る
「
憎
」

の
字
の
意
味
で
あ
る
）
の
用
例
を
「
淡
」
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
し
た
。

六
’
一
『
素
問
』
、
『
霊
枢
』
に
み
ら
れ
る
「
浩
」
の
用
例

（
一
ｅ
其
逆
則
項
痛
員
員
濾
禮
（
「
素
問
」
刺
熱
篇
三
二
）

（
Ⅳ
）

（
三
甚
則
智
脇
支
満
、
心
中
濾
瘡
大
動
、
面
赤
目
黄
言
霊
枢
』
経
脈
一
○
）

（
三
）
膳
病
者
、
善
太
息
、
口
苦
、
嘔
宿
汁
、
心
下
禮
信
、
恐
人
将
捕
之
、
唯
中
峅
耽
然
、
数
唾
（
「
霊
枢
」
邪
気
蔵
府
病
形
四
）

（
蝿
）

（
三
）
善
嘔
、
嘔
有
苦
、
長
太
息
、
心
中
憶
惜
、
恐
人
将
捕
之
、
邪
在
脂
、
逆
在
胄
、
脂
液
泄
則
口
苦
：
：
：
嘔
脂
（
『
霊
枢
』
四
時
一
九
）

（
三
）
お
よ
び
（
三
の
例
で
は
、
「
禮
濾
」
は
熱
気
が
動
揺
す
る
さ
ま
を
意
味
し
て
お
り
、
（
二
）
と
（
三
）
で
は
、
脂
汁
の
熱
が
動
揺
す

る
さ
ま
を
意
味
し
て
い
る
。
今
日
の
辞
典
に
は
「
瘡
」
に
膳
汁
の
意
味
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
な
い
が
、
（
三
）
や
（
三
）
の
例
で
は
明
ら

か
に
膣
汁
と
「
濃
」
を
関
連
づ
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
「
濾
」
は
膿
汁
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
膿
汁
が
動
揺
す

る
さ
ま
を
意
味
し
て
い
る
点
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
「
信
」
が
膿
汁
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
例
に
つ
い
て
は
、
次
の
節
で
述
べ
る
。

六
「
淡
」
と
「
濃
」
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以
上
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
、
「
素
問
』
、
「
霊
枢
』
の
「
瘡
」
と
『
雑
病
論
」
の
「
淡
」
を
比
較
し
て
み
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
「
濾
」

は
熱
性
の
水
の
動
揺
、
「
淡
」
は
冷
性
の
水
の
動
揺
を
意
味
し
て
い
る
が
、
こ
の
対
立
的
な
関
係
は
決
し
て
偶
然
的
な
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

（
鋤
）

「
濱
」
と
「
淡
」
は
音
義
が
通
じ
合
う
反
面
、
「
塘
淡
」
と
い
う
表
現
や
、
古
く
は
『
荘
子
』
の
「
大
言
炎
炎
、
小
言
禮
濾
」
と
い
う
文
な
ど

の
よ
う
に
、
対
立
的
に
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
盧
す
る
と
、
熱
水
の
動
揺
を
意
味
す
る
「
瘡
」
に

対
応
さ
せ
て
、
冷
水
の
動
揺
の
意
味
で
「
淡
」
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
’
二
『
小
品
方
」
、
「
効
験
方
」
に
見
ら
れ
る
「
瀧
」
の
用
例

『
医
心
方
」
が
引
用
す
る
「
小
品
方
」
な
ら
び
に
『
効
験
方
』
（
陶
弘
景
撰
）
に
「
憎
」
の
用
例
が
み
ら
れ
る
。

（
西
）
小
品
方
云
、
白
薇
湯
、
治
寒
食
薬
発
、
甸
中
禮
酢
干
欧
煩
方
（
『
医
心
方
」
二
○
巻
第
二
九
）

（
三
）
（
効
験
方
）
云
、
断
扇
丸
、
治
胸
高
間
有
濾
水
方
…
…
当
吐
青
黄
汁
（
『
医
心
方
」
九
巻
第
七
）

引
用
文
（
西
）
、
（
三
の
「
濾
」
は
明
ら
か
に
禮
汁
を
意
味
す
る
。
『
素
問
』
、
『
霊
枢
」
に
見
ら
れ
た
「
瘡
」
が
熱
や
謄
汁
の
動
揺
す
る
さ

ま
を
意
味
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
「
濾
」
を
病
の
実
体
と
し
て
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
病
状
を
形
容
す
る
言
葉
か
ら

病
の
実
体
を
意
味
す
る
言
葉
に
な
る
と
い
う
変
遷
の
仕
方
は
、
「
疾
」
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

次
に
、
訓

ぱ
し
ば
）
耐

「
唾
」
の
圭

定
さ
れ
る
。

以
上
に
お
い
て
検
討
し
て
き
た
医
書
に
み
ら
れ
る
「
疾
」
や
「
濃
」
の
史
的
変
遷
を
漢
訳
仏
典
の
そ
れ
ら
と
比
較
検
討
し
、
仏
教
医
学
と

七
漢
訳
仏
典
に
み
ら
れ
る
「
痕
」
な
ら
び
に
「
膳
」
と
の
比
較

、
引
用
文
（
三
と
（
三
）
を
比
較
し
て
み
た
い
。
両
者
の
内
容
は
類
似
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
引
用
文
（
二
）
で
は
「
数
（
し

唾
す
」
と
記
し
、
引
用
文
（
三
）
で
は
「
嘔
謄
（
謄
汁
を
吐
く
）
」
と
表
現
し
て
い
る
。
一
般
に
『
素
問
」
、
「
霊
枢
」
の
時
代
に
は
、

（
田
）

の
な
か
に
喀
疾
の
意
味
も
含
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
膳
汁
の
意
味
も
包
含
し
て
い
た
こ
と
が
こ
の
二
つ
の
引
用
文
か
ら
推
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漢
訳
仏
典
に
お
い
て
、
カ
パ
（
疾
）
は
、
唐
以
前
で
は
「
寒
」
、
「
冷
」
、
「
水
」
と
い
っ
た
属
性
を
表
わ
す
言
葉
で
翻
訳
さ
れ
、
唐
以
後
は
「
疾
」
、

「
疾
雁
」
と
い
っ
た
実
体
を
表
わ
す
言
葉
で
訳
さ
れ
て
い
る
。
喀
疾
を
唾
か
ら
独
立
さ
せ
る
動
き
は
東
晋
時
代
に
み
ら
れ
、
晴
唐
時
代
に
は

確
立
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
医
書
に
お
け
る
「
淡
（
疾
こ
の
用
例
を
み
る
と
、
初
期
に
は
、
水
の
動
揺
す
る
さ
ま
を
意
味
し
、
次
に
、

粘
性
ま
た
は
積
聚
性
の
病
と
い
う
属
性
の
面
で
把
握
さ
れ
、
そ
の
後
、
喀
疾
と
い
っ
た
実
体
で
把
握
さ
れ
て
い
る
。
東
晋
時
代
に
そ
の
萌
芽

を
認
め
る
喀
疾
の
用
例
は
梁
の
時
代
に
は
確
立
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
医
書
と
漢
訳
仏
典
に
お
け
る
「
疾
」
の
記
述
に
つ
い
て
の
変
遷

は
時
代
的
に
ほ
ぼ
並
行
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
国
の
医
学
に
対
し
て
仏
教
医
学
が
直
接
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
別
の
面
に
も
、
中
国
の
医
学
に
お
け
る
「
疾
」
の
起
源
に
仏
教
医
学
が
深
く
関
わ
っ
た
足
跡
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
仏
教
医

学
の
四
大
不
調
説
で
は
、
謄
汁
は
熱
性
の
喀
出
物
、
喀
疾
は
冷
性
の
喀
出
物
と
し
て
、
対
立
的
に
捉
え
ら
れ
、
と
も
に
重
要
な
位
置
を
占
め

て
い
る
。
本
稿
の
六
’
一
で
議
論
し
た
よ
う
に
、
中
国
の
医
書
で
「
疾
」
の
概
念
の
形
成
過
程
を
調
べ
る
と
、
熱
性
の
喀
出
物
と
し
て
の
「
濃

（
膿
汁
こ
を
踏
ま
え
て
、
冷
性
の
喀
出
物
を
意
味
す
る
「
淡
（
疾
）
」
の
字
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
こ
に
も
、
仏
教
医
学
の
影

の
関
連
性
を
考
察
し
た
い
。

（
膿
汁
こ
を
踏
ま
え
て
、
冷
性
（

響
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

仏
教
医
学
は
中
国
に
お
け
る
喀
疾
の
概
念
の
確
立
に
直
接
的
な
役
割
を
果
た
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
の
膿
汁
の
概
念
の
確
立
に
も
間

接
的
に
関
与
し
て
い
る
。
六
’
一
や
六
’
二
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
素
園
、
『
霊
枢
」
の
時
代
に
は
、
濾
（
脂
汁
）
は
属
性
を
表
現
し
、
実
体

と
し
て
の
脂
汁
は
唾
や
喀
疾
と
余
り
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。
信
が
謄
汁
と
い
う
明
確
な
実
体
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
は
喀
疾
が
確

立
し
た
頃
に
近
接
し
て
い
る
。

仏
教
医
学
の
基
を
な
す
イ
ン
ド
伝
統
医
学
で
は
、
は
じ
め
か
ら
喀
疾
を
実
体
と
し
て
把
握
し
て
い
た
。
疾
は
ト
リ
ド
ー
シ
ャ
三
つ
の
病
素
）

の
一
つ
に
該
当
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
の
伝
統
医
学
で
は
、
属
性
と
し
て
の
「
疾
」
の
見
方
か
ら
実
体
と
し
て
の
喀
疾
の
見
方

に
至
る
ま
で
に
、
あ
る
一
定
の
期
間
を
要
し
た
。
属
性
的
な
見
方
か
ら
実
体
的
な
見
方
へ
と
い
う
変
化
は
医
学
の
必
然
的
な
発
展
過
程
で
あ
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四
『
神
農
本
草
』
に
は
「
疾
」
の
用
例
が
な
く
、
「
淡
」
が
二
例
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
名
医
別
録
』
で
は
「
淡
」
が
八
例
、

「
疾
」
が
一
七
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
積
聚
性
の
「
疾
」
の
例
が
増
え
、
こ
の
時
代
に
は
「
疾
」
の
概
念
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
流
動
性
を
意
味
す
る
「
淡
」
と
い
う
字
で
は
積
聚
性
を
表
現
で
き
な
い
た
め
に
、
「
疾
」
の
字
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。

五
梁
代
の
「
肘
後
百
一
方
」
に
は
喀
疾
を
意
味
す
る
「
疾
」
の
用
例
が
あ
る
。

六
「
素
問
」
、
「
霊
枢
」
に
は
「
淡
（
疾
）
」
の
前
身
と
も
い
え
る
「
瘡
」
の
用
例
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
瘡
」
は
熱
や
膿
汁
の
動
揺
す

る
さ
ま
を
意
味
し
て
い
る
。
一
方
、
「
小
品
方
』
な
ど
で
は
、
「
濾
」
は
膿
汁
そ
の
も
の
を
意
味
し
て
い
る
。

来
す
る
と
い
う
見
方
を
補
完
し
た
。

一
「
素
問
」
、
『
霊
枢
」
、
『
難
経
」
に
は
「
疾
」
や
「
淡
」
の
用
例
は
な
く
、
喀
疾
は
「
唾
」
や
「
誕
」
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
。

二
後
漢
未
か
ら
三
国
時
代
に
か
け
て
の
「
雑
病
論
」
（
「
金
置
要
略
」
）
に
初
め
て
「
淡
」
、
「
疾
」
の
用
例
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
冷
水
の
動

揺
の
さ
ま
」
を
意
味
し
て
お
り
、
劉
宋
時
代
の
「
小
品
方
』
に
も
こ
の
例
が
み
ら
れ
る
。

三
東
晋
時
代
の
『
抱
朴
子
』
お
よ
び
王
義
之
『
足
下
各
如
常
帖
』
に
み
ら
れ
る
「
淡
」
は
粘
性
、
あ
る
い
は
積
聚
性
を
持
っ
た
水
、
ま
た

る
が
、
今
日
に
至
っ
て
も
、
中
国
伝
統
医
学
で
は
陰
陽
五
行
説
と
い
う
属
性
の
哲
学
を
主
軸
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ

る
な
ら
ば
、
中
国
に
お
け
る
「
疾
」
の
概
念
は
中
国
伝
統
医
学
の
内
的
な
発
展
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
仏
教
医
学
と
い
う
外
的
な
影
響
に
よ

り
形
成
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

『
素
問
」
、
『
霊
枢
』
か
ら
『
肘
後
百
一
方
』
に
い
た
る
ま
で
の
代
表
的
な
医
薬
の
書
物
に
お
け
る
「
疾
」
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
し
た
用
語

の
用
例
を
検
討
し
、
以
下
の
結
論
を
得
た
。
ま
た
、
す
で
に
報
告
し
た
漢
訳
仏
典
で
の
疾
の
用
例
と
比
較
し
、
疾
の
概
念
が
仏
教
医
学
に
由

は
喀
疾
を
意
味
す
る
。

総

括

（90） 550



七
漢
訳
仏
典
で
は
カ
パ
（
疾
）
を
翻
訳
す
る
に
際
し
て
、
初
期
に
は
「
寒
」
、
「
冷
」
、
「
水
」
と
い
っ
た
病
の
属
性
を
表
わ
す
言
葉
を
用
い
、

後
に
は
「
疾
」
と
い
う
実
体
を
表
わ
す
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
医
書
に
お
け
る
「
疾
」
の
概
念
の
変
遷
は
漢
訳
仏
典
の
そ
れ
と
時
代
的
に

ほ
ぼ
並
行
し
て
お
り
、
仏
教
医
学
の
直
接
の
影
響
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

八
熱
性
の
「
瘡
」
か
ら
冷
性
の
「
淡
」
が
形
成
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
唾
や
喀
疾
か
ら
膿
汁
が
独
立
す
る
過
程
に
お
い
て
も
、

仏
教
医
学
の
影
響
を
認
め
得
る
。

謝
辞
王
義
之
の
「
淡
悶
干
嘔
」
の
出
所
は
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
、
小
曽
戸
洋
博
士
の
御
教
示
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

文
献
お
よ
び
注

（
１
）
遠
藤
次
郎
、
中
村
輝
子
、
八
巻
英
彦
、
宮
本
浩
和
「
疾
の
起
源
（
一
）
ｌ
漢
訳
仏
典
に
み
ら
れ
る
疾
の
検
討
ｌ
」
日
本
医
史
学
雑
誌
三
九

巻
三
号
、
三
三
三
～
三
四
五
頁
、
一
九
九
三
。

（
２
）
渡
辺
照
宏
「
仏
教
の
あ
ゆ
み
」
一
六
六
～
一
六
七
頁
、
大
法
輪
閣
、
東
京
、
昭
和
五
十
六
年
。

（
３
）
張
介
賓
「
景
岳
全
耆
』
五
三
○
頁
、
上
海
科
学
技
術
出
版
社
、
上
海
、
一
九
八
四
。

（
４
）
影
宋
版
『
脈
経
」
、
小
曽
戸
洋
監
修
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
」
（
七
）
、
八
六
～
八
七
頁
、
東
洋
医
学
研
究
会
、
大
阪
、
一
九
八
一
・

（
５
）
宋
版
「
備
急
千
金
要
方
」
、
「
東
洋
医
学
善
本
叢
書
」
（
一
○
）
、
六
六
二
頁
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
大
阪
、
一
九
八
九
。
元
版
『
千
金
翼

方
』
、
「
東
洋
医
学
善
本
叢
書
」
（
一
四
）
、
一
六
六
頁
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
大
阪
、
一
九
八
九
。

（
６
）
慧
琳
宣
切
経
音
義
」
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
（
第
五
四
冊
）
、
四
五
二
頁
、
新
文
豊
出
版
公
司
、
台
北
、
一
九
八
三
。

（
７
）
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
文
献
研
究
室
『
小
品
方
・
黄
帝
内
経
明
堂
』
七
○
～
七
一
頁
、
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学

総
合
研
究
所
、
東
京
、
一
九
九
二
。

（
８
）
『
医
心
方
」
第
二
七
巻
第
三
二
丁
表
、
新
文
豊
出
版
公
司
、
台
北
、
一
九
七
六
年
に
よ
っ
た
。

（
９
）
森
野
繁
夫
、
佐
藤
利
行
『
王
義
之
全
書
翰
」
、
三
八
七
頁
、
白
帝
社
、
東
京
、
一
九
八
七
。
『
淳
化
閻
帖
』
、
一
○
○
頁
、
上
海
書
店
出
版
、
上

海
、
一
九
八
四
。
香
川
修
庵
「
一
本
堂
行
余
医
言
』
大
塚
敬
節
・
矢
数
道
明
編
『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
」
（
六
六
）
、
四
二
頁
、
名
著
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頁
、
人
［

（
ｒ
）
か

（
９
）
と

斉
物
論
。

「
太
素
』
巻
八
経
脈
連
環
（
仁
和
寺
本
「
黄
帝
内
経
太
素
」
、
小
曽
戸
洋
監
修
「
東
洋
医
学
善
本
叢
書
』
（
一
）
、
二
八
○
頁
、
東
洋
医
学
研

究
会
、
大
阪
、
一
九
八
一
年
）
に
よ
り
、
「
憎
惜
」
を
「
濾
濾
」
に
な
お
し
た
。
「
情
」
は
「
清
」
に
通
じ
る
の
で
、
「
惜
惜
」
も
熱
に
よ
る
動

揺
す
る
さ
ま
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
『
素
問
』
至
真
要
大
論
七
四
に
「
胃
腹
満
・
…
：
心
禮
禮
大
動
：
．
：
面
赤
目
黄
」
（
「
黄
帝
内
経
素
問
」
八
一

頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
六
二
）
と
あ
る
。

（
ｒ
）
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
「
心
中
惜
憎
」
は
「
心
中
濾
濾
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
入
れ
た
。

（
９
）
と
同
書
、
四
○
四
～
四
○
六
頁
。

蕊
核
条
下

芒
硝
条
下

旋
覆
花
条
下

柴
胡
条
下
。

岡
西
為
人
「
本
草
概
説
』
四
四
～
四
五
頁
、
創
元
社
、
大
阪
、
昭
和
五
十
二
年
。

尚
志
鉤
重
輯
、
『
名
医
別
録
』
（
輯
校
本
）
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
六
。
小
嶋
尚
真
ら
重
輯
『
本
草
経
集
注
」
、
南
大
阪
印
刷

セ
ン
タ
ー
、
大
阪
、
昭
和
四
十
七
年
。
「
淡
」
と
「
疾
」
の
混
同
が
見
ら
れ
る
場
合
、
「
淡
」
の
字
の
方
が
古
い
形
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

の
で
、
「
淡
」
を
と
っ
た
。

烏
頭
条
下

淡
、
干
、

は
な
い
。

出
版
、
東
京
、
昭
和
五
十
七
年
に
は
「
楊
升
番
（
楊
槇
、
用
修
）
文
集
云
、
義
之
諸
帖
、
多
用
古
字
、
初
月
帖
、
淡
悶
干
嘔
、
淡
、
古
淡
液
之

淡
、
干
、
古
干
湿
之
干
、
今
以
淡
作
疾
、
干
作
乾
、
非
也
。
」
と
あ
る
が
、
今
日
見
る
こ
と
の
で
き
る
『
初
月
帖
」
に
は
「
淡
悶
干
嘔
」
の
字

（
遠
藤
、
中
村
、
宮
本
．
日
本
：
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
）

（
八
巻
：
香
栄
興
業
株
式
会
社
）
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HistoryoftheTerm@6Tα"""(Phlegm)(11)

StudiesoftheTerm@&Th"''"FoundinMedicalBooksbefore

theLjα"g梁Dynasty

bvJiroENDO,TerukoNAKAMURA,HidehikoYAMAKIandHirokazuMIYAMOTO

Thefirstdescriptionoftheterm""""淡（〃阿疾)isfoundintheS加刀H"〃〃B"gL"〃傷寒雑病論

publishedattheendofthelaterHtz〃後漢Dynasty.Thisbookreferstothistermasadisorderofthecold

fluidinthebody.Themeaningofthistermwasrevisedtoaviscousfluidastheyearswenton.Theterm

4@""''"fromtheZ7io"HozfB"WRz"g肘後百一方publishedinthe〃α"9梁Dynastyhasthesame

senseofphlegmasthatfoundinpresentworks.Ourstudiesshowedthatchangesofthewordsusedfor

theconcept"phlegm"inChinesemedicalbookscoincidedwiththoseinChineseBuddhistliterature.We

suggestedthattheconcept"phlegm"inBuddhistmedicineinfluencedChinesetraditionalmedicine.

（
の
、
）

師
、
岬




